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県
立
牧
之
原
養
護
学
校

作
品
展
の
開
催
に
つ
い
て

お知らせ
【
校
内
作
品
展
】

　

１
月
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

　
　

９
時
〜
16
時

　

１
月
31
日
（
金
）　

９
時
〜
12
時

【
展
示
会
場
】

　

県
立
牧
之
原
養
護
学
校
体
育
館

　

霧
島
市
福
山
町
福
山
６
１
４
０
‐
１

【
展
示
内
容
】

・
学
校
紹
介
、
学
部
紹
介
等

・
各
教
科
、生
活
単
元
学
習
、作
業
学
習
、

自
立
活
動
、
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
作
品

・
制
作
や
学
習
の
様
子
が
分
か
る
資
料
、

写
真

・
自
作
教
材
教
具

※ 

そ
の
他
、
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

県
立
牧
之
原
養
護
学
校　

作
品
展
係

　

☎
０
９
９
５
‐
５
６
‐
２
６
６
５

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

n
t
a
.
g
o
.
j
p
）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
大
隅
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

大
隅
税
務
署　

総
務
課

　

☎
0
9
9
‐
4
8
2
‐
0
0
0
7

※ 

音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
『
２
』

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
入
校
生
募
集

お知らせ
　

建
築
、
塗
装
、
内
装
、
ブ
ロ
ッ
ク
組

積
、
配
管
、
庭
園
管
理
に
関
す
る
技
術
・

技
能
を
習
得
し
、
住
宅
全
般
に
係
る
幅

広
い
施
工
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

【
訓
練
科
目
】　

建
築
科（
離
転
職
課
程
）

【
受
付
期
限
】　

２
月
24
日
（
月
）

【
応
募
資
格
】　

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込
み

を
し
て
い
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
等

（
残
日
数
に
よ
る
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

ま
で
）

【
選
考
日
】　

３
月
４
日
（
火
）

【
選
考
場
所
】　

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
船
木
8
8
1

【
選
考
方
法
】　

　

筆
記
試
験
（
数
学
【
義
務
教
育
修
了

程
度
】）、
面
接

【
合
格
発
表
】　

３
月
６
日
（
木
）

【
応
募
手
続
】　

　

雇
用
保
険
受
給
者
の
方
は
『
入
校
願

書
』（
公
共
職
業
安
定
所
や
当
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
に
て
最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
卒
業

証
明
書
ま
た
は
学
校
調
査
書
等
も
必
要

で
す
の
で
、
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

雇
用
保
険
受
給
者
は
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
‐
５
３
‐
０
２
０
７　

【
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て
】

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で

の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併

せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
お
よ
び

納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年
分

の
基
準
所
得
税
額
（
原
則
と
し
て
、
そ

の
年
分
の
所
得
税
額
）
に
2.1
％
の
税
率

を
掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

n
t
a
.
g
o
.
j
p
）
の
『
個
人
の

方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ
ら
ま

し
』
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
大
隅
税
務

署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
】

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ

い
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、以
下
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

大
隅
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

お知らせ

建
築
物
の
耐
震
診
断
な
ど
の

実
施
に
努
め
て
く
だ
さ
い

お知らせ
　

改
正
耐
震
改
修
促
進
法
が
平
成
25
年

11
月
25
日
に
施
行
さ
れ
、
昭
和
56
年
６

月
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た

全
て
の
建
物
の
所
有
者
は
、
耐
震
診
断

お
よ
び
必
要
に
応
じ
た
耐
震
改
修
の
実

施
に
よ
り
、
地
震
に
対
す
る
建
築
物
の

安
全
性
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
大
地
震
に
備

え
、
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
地

震
に
対
す
る
建
物
の
安
全
性
の
確
認
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

鹿
児
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

☎
０
９
９
‐
２
５
１
‐
９
８
８
７　

　

県
で
は
、『
青
少
年
育
成
の
日
』、『
家

庭
の
日
』、『
育
児
の
日
』
を
定
め
、
県

民
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育

成
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、

『
日
本
一
の
く
ら
し
先
進
県
』
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

【
毎
月
第
３
土
曜
日
は
『
青
少
年
育
成

の
日
』】

　

地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
青
少

年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
毎
月
第
３
日
曜
日
は
『
家
庭
の
日
』】

族
の
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、

家家家家家
族族い

家
庭
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

明明明明明
る
明
るるるる
い

うううう
。。

【
毎
月
19
日
は
『
育
児
の
日
』】

　

１
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
・
地
域
・
職

場
で
子
育
て
を
支
え
て
い
く
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

県県県県
庁庁０

９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
５
４

☎☎☎
０ 青

少
年
育
成
の
日
、
家
庭
の

日
、
育
児
の
日
に
つ
い
て

お知らせ

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※
精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家
族
手

当
や
時
間
外
労
働
な
ど
に
対
す
る
割

増
賃
金
、
賞
与
な
ど
は
最
低
賃
金
に

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
別
に
定
め
る
特
別
最
低
賃
金
（
産
業

別
最
低
賃
金
）
も
あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
改
正

お知らせ
　

平
成
25
年
10
月
27
日
よ
り
、
鹿
児
島

県
の
最
低
賃
金
が『
時
間
額
6
6
5
円
』

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者
は
、
最
低

賃
金
を
労
働
者
に
周
知
し
、
そ
の
金
額
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